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「気候変動」から「気候危機」へ

グリーンウォッチ2020の論点（政府の白書と違う点）

・日本の気候変動政策がいかに国際社会の中で批判されてきたか

・石炭火力に対する国際社会の批判がいかに大きくなってきているか

‐国連事務総長も「石炭中毒」と指摘

‐市民社会からの痛烈な日本批判

・長期戦略がいかに密室の議論で策定されてしまったか
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１．気候行動サミットとCOP25
（１）気候行動サミットと各国の対応
（２）難航したＣＯＰ２５

２．日本政府の遅れた対応と自治体の動き
（１）密室の議論で「パリ協定長期戦略」が決まる
（２）石炭で世界から批判される日本
（３）日本の削減目標の強化に向けた動きは皆無
（４）自治体のカーボンゼロ宣言と気候非常事態宣言

３．若者たちの動き



2018年に気候変動の影響を最も受けた国ランキング
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広がる排出ギャップ

各国の削減⽬標シナリオと
1.5℃⽬標に必要な削減のギャップ

2030年 320億トン/CO2

出典）UNEP「排出ギャップ報告書2019」
（IGES日本語版より）



• ⽇本の⽬標は「⾮常に不⼗分（⾚⾊）」である。
• すべての国が⽇本レベルの⽬標であるとすると、気温上昇は3〜4℃上昇する

可能性が⾼い。 5
https://climateactiontracker.org/countries/japan/

⽇本のGHG削減⽬標は不⼗分
「2020 年目標
2005 年比 3.8％削減
（90 年比 3.1％増加）

2030年目標
2013年比で26%削減
（90年比で18%削減）

2050年目標
80%削減
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これからの10年間が終わるころ、私たちは2つの道のどちらかを歩んでいることになるでしょう。

そのうちの1つは、降伏の道です。この場合、私たちは知らず知らずのうちに、後戻りできない地点を通過し、地球上
のあらゆるものの健康と安全を脅かすことになります。
私たちは本当に、目と耳をふさぎ、地球が燃えている間に何もしなかった世代として、記憶に残りたいのでしょうか。

もう1つは、希望の道です。
それは決意と、持続可能な解決策の道でもあります。
この道を進めば、さらに多くの化石燃料は本来あるべき場所、すなわち地中に留まり、私たちは2050年にカーボン
ニュートラルの実現に向けて歩を進めることになります。

世界のいくつかの地域では、石炭火力発電所が今でも多く計画、建設されています。
この石炭中毒をやめなければ、私たちの気候変動対策は間違いなく無駄になるでしょう。

https://www.un.org/sg/en/content/sg/speeches/20
19‐12‐02/remarks‐opening‐ceremony‐of‐cop25

COP25 国連事務総⻑の開会挨拶より
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国連気候サミットの期間中、日本の石炭火力推進を
批判する環境NGO（ニューヨークにて）

写真：Heather Craig, Survival Media Agency
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COP25 スペイン
2度の化⽯賞受賞



国際NGOが意⾒広告
フィナンシャルタイムス
2019年12⽉6⽇

「私たちは、破滅的な気候危機に⽴
ち向かってレースをしている」
安倍⾸相に対し、⽯炭⽕⼒発電への⽀援を⽌
めることで、そのレースを勝ち抜くことを求
めている。

Win Gold, Lose Coal
(⾦メダルを⽬指し、⽯炭を打ち負かせ)

＊NO COAL JAPANは、50団体を超える国際
的な環境NGOの連合体

http://www.nocoaljapan.org/ja/http-www-nocoaljapan-org-
financial-times-ad-urging-japanese-pm-abe-to-win-gold-lose-coal/
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密室の議論・パリ協定⻑期戦略
「パリ協定に基づく成⻑戦略としての⻑期戦略策定に向けた懇談会」

→終盤の議論は⾮公開。情報開⽰請求＝委員発⾔はすべて⿊塗り
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＜問題点＞
・エネルギー基本計画と2030年エネルギーミックスの⽅向性を踏襲。
再エネ22〜24％、原発20〜22％、⽯炭26％、LNG27％、⽯油3％

・脱⽯炭を打ち出せず。削減⽬標の⾒直しなし。イノベーション頼み。→パリ協定と不整合。
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横須賀で⽴ち上がる学⽣たち
Fridays For Future Yokosuka 結成。⼩泉⼤⾂も認識。



ご清聴ありがとうございました。
ご質問・ご意⾒は気候ネットワーク
東京事務所の桃井までお気軽にお寄せ下さい。

メール︓momoi@kikonet.org
電話︓03-3263-9210、FAX︓ 03-3263-9463 
URL︓http://www.kikonet.org

気候ネットワークは地球温暖化を防ぐために市⺠の⽴場から提案×発信×⾏動す
るNGO/NPOです。気候ネットワークは多くの⽅々のご参加・ご⽀援によって⽀えられ
ています。どうか、ご⽀援をよろしくお願いいたします。オンライン寄付・⼊会ページは次
よりアクセスできます。
URL︓https://www.kikonet.org/support/individual/member-form
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